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　私は62歳。約５年前から「親父ランニング」を楽

しんでいる。ランニングを趣味として大会出場、ハ

ーフマラソンやフルマラソンを走り切る医師は多い

ように思うが、じつは私もそのひとりである。

　始まりは、別海勤務中「別海パイロットマラソン」

を当直で応援に行ったことにある。若者で筋肉モリ

モリの集団と思っていたのにほとんどやせ気味。「ひ

ょっとしたらおれも走れるかもしれない」。その冬、

180cmの私はブクブク体重増加、83kgにもなった。

体重減少目的にカッコよくクロスカントリー挑戦と

ばかり札幌のスポーツ店へ行くも、店員より「これ

で十分」と雪上ランニングシューズを薦められ購入。

別海のパークゴルフ場で走ってみると、確かに雪上

でも難なくランでき感動した。初めはたった300m

で息が切れる。そのうち距離は伸びるようになっ

た。

　翌春「金沢ロードレース」でハーフ完走！　たく

さんの人が応援してくれたことに感動・感激！

　それから頻繁にランニング大会に出場しているの

である。

　初めは純粋にタイムが優先であった。しかし、５

回目からエロ根性も混ざる。きれいな人を追っかけ

るようになった…。しかし不思議なことにきれいな

人は自分より速くて追いつけないのである。天罰が

下ったのであろう。その後は疲労骨折・肉離れなど

でしばらく苦しんでしまった。

　しかしそれらの苦悩を超えた先に、さらに全くの

別世界があろうとは…。

　昨年から急に…どうも調子が悪いのである。

　それはフル・ハーフいずれも走っている途中に、

必ずやトイレに駆け込むようになったのである。

　乙部勤務中、「洞爺湖マラソン」当日八雲町の熊

石～八雲の雲石峠の頂上付近で我慢できず大便して

しまう（野ぐそ１回目）。なんてこった。このおれ

が野ぐそ！　わずかその数ヵ月後「やくもミルクロ

ードレース」では万全のスタートを切ったものの、

５km地点で我慢できなくなる。どうしよう！！！

　周りには家が点在。背の高い草はある…迷いに迷

い、爆発寸前にルートをはずれる（野ぐそ２回目）。

肛門は手で拭こうか？　しゃがんだまま考えている

と…な～んだ。ちゃんと手の届くところに葉っぱが

た～くさんあるではないか。７～８枚できれいにふ

き取り、私は野ぐそなどしてませんよ～と、何食わ

ぬ顔でレースに合流。「旅の恥はかき捨て・野ぐそ

もこき捨て」状態。しかし帰宅後、さらに驚く。風

呂に入ろうと全裸になると、なぜかおしりに違和感。

あ～これが医学的な「違和感」というものか、と妙

に感心。触ってみると、ペロンとなにか一枚はがれ

る。あれっ！　見ると…それは見覚えのあるあの葉

っぱではないか。一枚がわたしを気に入りくっつい

て来てくれたのである。思わずニンマリ？してしま

った。

　しかしその大会以降も同じようなことが続くので

ある。「フードバレーとかちマラソン」では、ハー

フにも関わらず15kmで排尿、さらに18kmで排便

も完了。特に帯広百年記念館はギリギリ～で間に合

い、個人的に思い出の場所となったのであります。

　士幌勤務中の現在、私は今後のマラソン大会出場

を目標にトレーニングに励んでいますが…これまで

にまっすぐな一本道すぐ横の田んぼで排尿数回、申

し訳ないが一度だけ道から続く雑木林で人生初の

「雪上野ぐそ」を経験できました（野ぐそ３回目）。

　なんで俺はこんなみっともない人間になってしま

ったのだろうか？

　今後は、もうどうでもなれ、ヤケクソ（焼け糞）

とばかり「マラソン大会」に出まくろうと思ってい

る。同時にとんでもないことをしないように気をつ

けたいと思う今日このごろである。

　みなさん。どこかでお会いしたいものです。

　一緒に人生楽しもうではありませんか！
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